【丸亀市都市計画課】
―丸亀市景観計画に基づく事前協議及び届出制度―　　　　　

[image: image1]
本市では、景観法を活用し、よりよい景観づくりを推進するために平成23年10月1日に
「丸亀市景観条例」を施行することになりました。
これにより、ある一定の規模を超える建築物・工作物・広告物・開発行為などの新築・増築・改築・色彩の変更等については、当該行為の着手の30日前までに届出書を市に提出していただき、さらに届出書の提出の30日前までに協議書を市に提出していただき、景観に関する事前協議をさせていただくことになりました。
　市民のみなさまとともに丸亀市の景観を市民にとって親しみと愛着、そして誇りあるものとしていきたいと考えておりますのでご協力をよろしくお願いします。
１．事前協議及び届出が必要となる行為
　建築物・工作物・広告物・開発行為のうち、丸亀市景観計画で定める景観エリアごとに定める基準を超えるものについては、新築・増築・改築・移転・大規模な修繕・屋根や外壁の過半の色彩変更・広告物の表示または表示内容の変更・開発行為をする場合には、事前協議と届出が必要となります。詳細については裏面の表を参照ください。
２．協議書及び届出書の提出時期

届出書：当該行為に着手する30日前までに提出を行う必要があります。
協議書：上記の届出書の提出を行う30日前までに提出を行う必要があります。
３．協議及び届出に必要な書類
・景観計画区域内における行為の協議書(両面)及び届出書(両面)
・添付図書(都市景観勘案書・付近見取り図・配置図・平面図・断面図など)

４．協議及び届出の手順
	建築物等の構想・企画
	↑
	※協議書の提出
	↑
	事前協議
	↑
	設計
	↑
	※届出書の提出
	↑
	適合通知書の交付
	↑
	着手(法令上の手続き)
	↑
	工事完了
	↑
	※完了届の提出


(1)※の時点では、協議者(届出者)による書面の提出が必要です。

(2)市は提出された行為の内容を建築物の形態等の基準に照合し適合と判断した行為については通知します。事前協議(届出)を行った行為が完了した時点で完了届の提出が必要です。
	対象物
	　　　　　態　　　様
	景観計画で定める景観エリア

	
	
	丸亀城歴史

エリア
	都心エリア
	その他の

エリア

	建築物
	軒高が7mを超え、
又は延べ床面積が500㎡を超えるもの
	○
	―
	―

	
	延べ床面積が1,000㎡を超え
かつ、軒高が13ｍ以下のもの
	
	○
	○

	
	軒高が13mを超えるもの
	
	○
	○

	工作物
	一般工作物
	地上からの高さが10mを超えるもの
	○
	―
	―

	
	
	地上からの高さが13ｍを超えるもの
	
	○
	○

	
	高架橋等
	地上からの高さが5メートルを超える
高架道路、高架鉄道、横断歩道橋
	○
	○
	○

	
	線橋
	幅員が10メートルを超え、
又はその延長が20メートルを超えるもの
	○
	○
	○

	開発行為
	面積が1,000㎡を超え、
又は法面及び擁壁の高さが5mを超え、
かつ長さが10mを超えるもの
	○
	○
	○

	広告物
	地上からの高さが10ｍを超え、
又は表示面積の合計が25㎡を超えるもの
	○
	○
	―

	
	地上からの高さが10m
（当該広告物が建築物等と一体になって
設置される場合にあっては、

その地上からの高さが13ｍ）を超え、
又は表示面積の合計が100㎡を超えるもの
	○
	○
	○


（裏面）

事前協議及び届出が必要となる建築物等の基準

※「○」印の建築物等は、事前協議及び届出が必要となります。
「－」欄及び表の基準を下回るものは、事前協議及び届出は不要となります。
　
お問い合わせは、丸亀市都市計画課まで　電話（０８７７）２４－８８１２
平成23年10月1日から


景観計画区域（丸亀市全域）での一定の規模を超える


建築物等の建築行為等には事前協議と届出が必要です。



































